
和泉神社 （所在地 小谷上山田町）

　和泉神社は浅井三氏が篤く信仰していた神
社で、豊臣秀吉や朝倉義景などの戦国武将も
すすんで寄進したといわれています。曳山や
浜仏壇の名工、二代目藤岡和良が造立した本
殿と高さ約50mにも及ぶ杉の大木が荘厳な雰
囲気を醸し出しています。

撮影日　平成25年12月20日

協働でつくる輝きと風格のあるまち
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　北近江の寺院や仏堂に祀られている
多くの観音さま。今もなお地域の人た
ちによって守り継がれています。
　その中から代表的なものをシリーズ
で紹介しています。

北近江の
　観音さま
北近江の
　観音さま

自転車は車両の仲間！原則、車道の左側を通行しましょう。

　
田
中
神
社
境
内
の
本ほ
ん
地ぢ

堂ど
う
に
、十
一
面
観
音
像（
市
指
定
文
化
財
、11
月
15
日
号

掲
載
）と
と
も
に
伝
わ
る
像
。
地
元
で
は
、勢せ
い

至し

菩ぼ

薩さ
つ

の
像
で
あ
る
と
伝
え
ら
れ

て
き
ま
し
た
。
現
状
は
、月が
ち
輪り
ん
を
載
せ
た
蓮れ
ん
茎け
い
を
執
る
こ
と
か
ら
、月が
っ
光こ
う
菩ぼ

薩さ
つ（
薬

師
如
来
の
脇わ
き

侍じ

）と
呼
ぶ
べ
き
で
す
が
、こ
の
持じ

物も
つ

は
近
世
の
修
補
に
よ
る
も
の

で
、当
初
の
尊そ
ん

名め
い

は
は
っ
き
り
し
て
い
ま
せ
ん
。
わ
が
国
で
は
、勢
至
菩
薩
を
単

独
で
造
像
す
る
遺
例
は
皆
無
で
す
。
阿
弥
陀
三
尊
は
、阿
弥
陀
如
来
を
中
尊
に
し

て
、左
右
に
聖
観
音・勢
至
の
両
菩
薩
を
従
え
る
構
成
で
す
が
、こ
の
堂
の
観
音
は

十
一
面
観
音
で
あ
り
、大
き
さ
や
像
の
表
現
も
大
き
く
異
な
り
、二
体
は
本
来
、

別
々
に
造
ら
れ
た
像
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
い
つ
の
時
代
に
か
、観
音
に

対
し
、こ
の
像
を
勢
至
菩
薩
と
呼
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
像
は
、ヒ
ノ

キ
と
み
ら
れ
る
一
材
か
ら
彫
り
出
さ
れ
、素
朴
な
作
り
か
ら
、地
方
仏
師
の
手
に

よ
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
十
一
面
観
音
像
と
同
じ
く
、平
安
時
代
も
後
期
、

十
二
世
紀
頃
の
作
と
み
ら
れ
、

当
初
は
聖
観
音
像
と
し
て
造

ら
れ
た
可
能
性
が
高
い
と
考

え
ら
れ
ま
す
。 

長
浜
市
指
定
文
化
財

木
造
菩ぼ

薩さ
つ

形ぎ
ょ
う

立り
ゅ
う

像ぞ
う（

田
中
神
社
）

・
指
定
日
：
昭
和
62
年
11
月
３
日

・
所
在
地
：
湖
北
町
田
中

問
高
月
観
音
の
里
歴
史
民
俗
資
料
館

（
☎
８
５–

２
２
７
３
）

シリーズ㉑

平成25年の交通事故発生状況
（12月15日現在）

人身事故発生件数� 565件 （−30件）
死者� ６人 （−1人）
傷者� 737人（−16人）

（前年比）

　
多
発
す
る
自
転
車
の
交
通
事
故
を
減
少
さ
せ
る
た
め
、平
成
25
年
12
月
に
自
転
車
利
用

に
関
す
る
法
律
が
３
点
変
更
さ
れ
ま
し
た
。

　
自
転
車
利
用
の
ル
ー
ル
を
正
し
く
知
り
、マ
ナ
ー
を
守
っ
て
運
転
し
ま
し
ょ
う
。

　
市
で
は
、学
校
教
育
活
動
に
支
障
が
な
い
限
り
、小
中
学
校
の
体
育
館
な
ど
の
体
育

施
設
を
一
般
に
開
放
し
て
い
ま
す
。

　

４
月
以
降
の
利
用
を
希
望
す
る
人
は
、必
ず
説
明
会
に
出
席
し
、使
用
団
体
の
登

録・更
新
を
お
願
い
し
ま
す
。

行
政
information

行
政
information

問
市
民
協
働
推
進
課（
☎
６
５–

８
７
２
２
）

長
浜・木
之
本
警
察
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

自
転
車
利
用
に
関
す
る
法
律
が
改
正
さ
れ
ま
し
た

学
校
体
育
施
設
利
用
団
体
登
録
説
明
会
を

開
催
し
ま
す

①自転車は左側路側帯を
　通行しましょう！
　 ※路側帯がある場合

〈右側路側帯を通行すると〉
→ ３か月以下の懲役もしくは

５万円以下の罰金

②マナーを守って走行を！
〈信号無視・遮断踏切立入り等
 悪質な違反を繰り返すと〉
→講習の受講命令

〈一定期間内に受講しないと〉
→５万円以下の罰金

③自転車の整備はしっかりと！
〈ブレーキがないと認められる
 自転車に乗ると〉
→ 警察官による検査・応急措置命令や
　運転の中止命令

〈命令に従わないと〉
→ ５万円以下の罰金

行
政
information

職員募集のお知らせ

◆長浜市立湖北病院
職　種 採用予定人員 受 験 資 格

臨床検査技師 １人
昭和58年４月２日以降に生まれ、臨床検査技師法（昭和33年法律第76号）による臨床検
査技師有資格者または平成26年７月末日までに同資格取得見込みの人で、市内または
近接地に居住でき、夜間等の緊急呼出しに容易に応じられる人

○試験日　：２月15日（土）
○申込期限：２月７日（金）
▶ 受験申込書は湖北病院管理課にあります。
　※�郵送で請求する場合は、封筒の表に「臨床検査技師職受験申込書

請求」と朱書きし、返信用封筒（角２型・120円切手を貼付して宛
先・郵便番号を明記）を同封して、右記まで送付してください。

◆市立長浜病院
職　種 採用予定人員 受 験 資 格 試 験 日

歯科衛生士
（臨時職員） ２人 歯科衛生士法（昭和23年法律第204号）による歯科衛生士の免許を

有する人 随時

※詳しくは右記まで問合せください。

　申 込 先　
長浜市職員選考委員会
<長浜市立湖北病院事務局管理課内>
〒529-0493　木之本町黒田1221番地
（☎８２−６１４３）

※�受益者負担の原則により電気代等の実費相当額の負担金が必要で
す。支払方法等の説明も行います。

【負担金（１時間あたり）】
◦体育館（半面）：200円　◦柔剣道場：100円
◦グラウンド：無料（ナイター設備は別料金）

　問合せ・申込先　
長浜市職員選考委員会
<市立長浜病院事務局総務課内>
（☎６８−２３２４）

問
生
涯
学
習・文
化
ス
ポ
ー
ツ
課（
☎
６
５–

８
７
８
７
）

開催日 会　場 対　象

１月28日(火) 長浜公民館　２階２号室 長浜小･西中学区

１月28日(火) 湯田公民館　集会室 浅井地区・虎姫地区

１月29日(水) 南郷里公民館　会議室A 北郷里小・南郷里小･東中学区

１月29日(水) 北部地域振興局�第１･２会議室 高月地区・木之本地区
余呉地区・西浅井地区

１月30日(木) 神照公民館　ホール 神照小･北小･北中学区

１月30日(木) 湖北公民館　会議室 びわ地区・湖北地区

１月31日(金) 西黒田公民館　会議室 南小･南中学区

時間は19時30分～１時間程度です。� �
対象地区の日程に都合がつかない場合は別の日程に参加してください。� �
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平
成
25
年
分
の
所
得
税
の
確
定
申
告
と
、平
成
26
年
度
の
市
県
民
税
の
申
告
を
受
付
け
ま
す
。

　
本
年
は
、浅
井
支
所
と
北
部
振
興
局
を
主
会
場
と
し
ま
す
。
６
支
所
の
相
談
会
は
日
程
が
限

ら
れ
て
お
り
、混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、な
る
べ
く
浅
井
支
所
会
場
と
北
部
振
興
局
会
場
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、本
年
は
新
庁
舎
整
備
工
事
等
に
よ
り
市
役
所
東
別
館
で
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
。
ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す
が
ご
理
解
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

所
得
税
の
申
告
が
必
要
な
人

◎�

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
人
で
、次
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
人

　
①�

給
与
以
外
の
所
得（
退
職
所
得
を
除
く
）が
、

20
万
円
を
超
え
る
人

　
②
２
か
所
以
上
か
ら
給
与
を
受
け
て
い
る
人

　
③�

平
成
25
年
中
の
給
与
収
入
が
、２
千
万
円
を

超
え
る
人

◎�

農
業
所
得
、不
動
産
所
得
お
よ
び
雑
所
得
な
ど

が
あ
る
人
で
、平
成
25
年
中
の
所
得
の
合
計
が

各
種
控
除
の
合
計
額
よ
り
も
多
い
人

市
県
民
税
の
申
告
が
必
要
な
人

◎�

平
成
26
年
１
月
１
日
に
市
内
に
居
住
し
、平
成

25
年
中
に
所
得
が
あ
っ
た
人

◎�
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
人（
収
入
が

な
く
て
も
申
告
が
必
要
で
す
）

※�

遺
族
年
金
や
障
害
者
年
金
等
の
非
課
税
年
金

を
受
給
し
て
い
る
人
も
申
告
が
必
要
で
す
。

※�

所
得
税
の
申
告
を
し
た
人
は
、市
県
民
税
の
申

告
は
不
要
で
す
。

申
告
す
る
と
市
県
民
税
の
税
額
が
変
わ
る
人

◎�

平
成
25
年
12
月
31
日
現
在
、し
ょ
う
が
い
者
の

認
定
を
受
け
て
い
る
人

◎�

平
成
25
年
12
月
31
日
現
在
、寡
婦（
夫
）控
除
の

要
件
に
該
当
す
る
人

申
告
相
談
内
容

　
医
療
費
控
除
や
途
中
退
職
な
ど
の
還
付
申
告
、

公
的
年
金
等
に
関
す
る
申
告
。

　
な
お
、株
式
、譲
渡
お
よ
び
営
業
に
関
す
る
申

告
は
市
で
は
受
付
け
ま
せ
ん
。
税
務
署
で
の
申

告
を
お
願
い
し
ま
す
。

申
告
さ
れ
る
皆
さ
ん
へ

◆
申
告
に
必
要
な
も
の

①
申
告
書（
市
税
務
課
ま
た
は
税
務
署
か
ら
送
付

さ
れ
た
書
類
）

②
印
鑑

③
源
泉
徴
収
票
ま
た
は
給
与
支
払
証
明
書（
原
本

に
限
る
）

④
公
的
年
金
な
ど
の
源
泉
徴
収
票（
原
本
に
限

る
）

⑤
事
業
所
得（
農
業
所
得
含
む
）や
不
動
産
所
得

な
ど
が
あ
る
人
は
、「
収
支
内
訳
書
」の
添
付
が

必
要
で
す
。
所
得
の
収
支
計
算
を
行
い
、書
類

を
作
成
し
て
お
越
し
く
だ
さ
い
。（
作
成
で
き

て
い
な
い
場
合
は
受
付
で
き
ま
せ
ん
）

⑥
配
偶
者
特
別
控
除
を
受
け
よ
う
と
す
る
人
は
、

配
偶
者
の
源
泉
徴
収
票
な
ど
所
得
の
分
か
る

書
類

⑦
生
命
保
険
な
ど
の
各
種
支
払
証
明
書（
原
本
に

限
る
）

⑧
国
民
年
金
保
険
料
支
払
証
明
書
ま
た
は
領
収

書（
原
本
に
限
る
）

⑨
還
付
申
告
の
人
は
本
人
名
義
の
振
込
先
口
座

が
わ
か
る
も
の（
通
帳
等
）

▼
次
に
該
当
す
る
人
は

　
　
　
持
ち
物
を
確
認
く
だ
さ
い

①
平
成
25
年
中
に
国
民
健
康
保
険
料
等
を
納
め

た
人
は
、市
税
務
課
か
ら
送
付
す
る「
社
会
保

険
料
払
込
証
明
書
」

②
市
の
固
定
資
産
税
を
必
要
経
費
と
し
て
申
告

す
る
人
は
、固
定
資
産
税
の
課
税
明
細
書（
課

税
明
細
書
が
な
い
と
き
は
、市
税
務
課
、北
部

振
興
局・各
支
所
福
祉
生
活
課
で
、固
定
資
産

課
税
台
帳
の
写
し
を
取
寄
せ
て
く
だ
さ
い
）

③
医
療
費
控
除
を
申
告
す
る
人
は
、平
成
25
年
中

に
支
払
っ
た
医
療
費
の
総
額
を
必
ず
計
算
し

て
お
い
て
く
だ
さ
い
。（
文
書
料・差
額
ベ
ッ
ド

料
金・イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
接
種
費
用
な

ど
、医
療
費
控
除
の
対
象
に
な
ら
な
い
経
費
が

あ
り
ま
す
）

　
　
ま
た
、健
康
保
険
や
生
命
保
険
な
ど
で
補
て

ん
さ
れ
た
保
険
金
な
ど
が
あ
れ
ば
、補
て
ん
さ

れ
た
金
額
が
わ
か
る
も
の
を
必
ず
お
持
ち
く

だ
さ
い
。

　
（
計
算
せ
ず
に
お
越
し
の
場
合
は
、ご
自
身
で

計
算
し
て
か
ら
の
受
付
に
な
り
ま
す
の
で
ご

留
意
く
だ
さ
い
）

※�

65
歳
以
上
で
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
寝

た
き
り
、ま
た
は
重
度
の
認
知
症
の
人
は
、特

別
障
害
者
の「
認
定
書
」で
特
別
障
害
者
控
除

が
受
け
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、お
む
つ
費
用
の
医

療
費
控
除
を
受
け
る
の
が
２
年
目
以
降
の
人

は「
証
明
書
類
」で
医
療
費
控
除
が
受
け
ら
れ

ま
す
。

　
　
認
定
書
、証
明
書
類
の
発
行
に
つ
い
て
は
高

齢
福
祉
介
護
課（
☎
６
５–

７
７
８
９
）へ
問

合
せ
く
だ
さ
い
。

◆
所
得
税・消
費
税
の
決
算
、確
定
申
告
説
明
会

【
と　
き
】�

２
月
３
日（
月
）13
時
～
16
時

【
と
こ
ろ
】�

勤
労
者
福
祉
会
館　
臨
湖（
港
町
）

※
確
定
申
告
書
の
提
出
や
個
別
相
談
は
で
き
ま
せ
ん
。

◆
無
料
税
務
相
談
所
の
開
設

　
税
理
士
に
よ
る
無
料
税
務
相
談
所
が
開
設
さ

れ
ま
す
。

【
と　
き
】�

２
月
20
日（
木
）、21
日（
金
）

【
受
付
時
間
】�

９
時
30
分
～
11
時
30
分
、

�

13
時
～
15
時
30
分

【
と
こ
ろ
】�

長
浜
商
工
会
議
所（
高
田
町
）

【
対　
象
】��

小
規
模
の
事
業
所
得
者
、消
費
税
課

税
事
業
者
、農
業
所
得
者
等

長
浜
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

問
長
浜
税
務
署（
☎
６
２–

６
１
４
４
）

　
　
　
　

� �

※
自
動
音
声
で
案
内
し
ま
す

◆ 

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
や
年
金
受
給
者
の
た
め
の 

還
付
申
告

　
年
金
受
給
者
、給
与
所
得
者
の
医
療
費
控
除
、

住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
お
よ
び
中
途
退
職
者

に
係
る
還
付
申
告
を
次
の
会
場
で
受
付
け
ま
す
。

【
受
付
時
間
】�い
ず
れ
の
会
場
も

９
時
30
分
～
11
時
30
分
、13
時
～
15
時
30
分

◆
平
成
25
年
分
の
申
告
に
つ
い
て
の
留
意
事
項

①
生
命
保
険
料
控
除

　
平
成
24
年
１
月
１
日
以
後
に
締
結
し
た
保
険

契
約
等
に
つ
い
て
は
、こ
れ
ま
で
の「
生
命
保
険

料
控
除
」、「
個
人
年
金
保
険
料
控
除
」に
加
え
、新

た
に「
介
護
医
療
保
険
料
控
除
」が
受
け
ら
れ
ま

す
。
な
お
、平
成
23
年
12
月
31
日
以
前
の
保
険
契

約
等
に
関
し
て
は
、こ
れ
ま
で
ど
お
り
で
す
。

②
年
金
所
得
者
の
申
告
手
続
き
の
簡
素
化

　
公
的
年
金
等
の
収
入
金
額
が
４
０
０
万
円
以

下
で
、雑
所
得
以
外
の
所
得
金
額
が
20
万
円
以
下

の
場
合
は
、確
定
申
告
の
必
要
が
無
く
な
り
ま
し

た（
平
成
23
年
か
ら
）。
た
だ
し
、住
民
税
の
申
告

は
必
要
で
す
。�

③
扶
養
控
除
額
の
変
更

　
年
少
扶
養
親
族（
16
歳
未
満
の
者
）に
対
す
る

扶
養
控
除
お
よ
び
16
歳
以
上
19
歳
未
満
の
者
に

対
す
る
扶
養
控
除
の
上
乗
せ
額（
25
万
円
）が
廃

止
さ
れ
ま
し
た（
平
成
23
年
か
ら
）。
な
お
、市
県

民
税
の
非
課
税
限
度
額
の
算
定
に
は
、年
少
扶
養

の
数
を
含
み
ま
す
。

行
政
information

問
税
務
課（
☎
６
５–

６
５
２
４
）

所
得
税
と
市
県
民
税
の
申
告
は
お
早
め
に

受
付
は
２
月
17
日（
月
）～
３
月
17
日（
月
）

　
問
合
せ
先　

税
務
課
市
民
税・国
保
グ
ル
ー
プ

（
☎
６
５–

６
５
２
４
）

北
部
振
興
局
福
祉
生
活
課

（
☎
８
２–

５
９
０
１
）

浅
井
支
所�

（
☎
７
４–

４
３
５
２
）

び
わ
支
所�

（
☎
７
２–

５
２
５
３
）

虎
姫
支
所�

（
☎
７
３–

４
８
５
２
）

湖
北
支
所�

（
☎
７
８–

８
３
０
１
）

高
月
支
所�

（
☎
８
５–

３
１
１
３
）

余
呉
支
所�

（
☎
８
６–

３
２
２
３
）

西
浅
井
支
所�

（
☎
８
９–

１
１
２
３
）

還付申告の会場
会　場 開催日

長浜市民交流センター
（地福寺町）

車で来場の際は第２駐車場
をご利用ください。

２月６日（木）
２月７日（金）

市役所湖北支所
２階大会議室 ２月10日（月）

市役所浅井支所
３階大会議室 ２月12日（水）

※パソコンを利用した申告書の作成を推進しています。�
※�相続税、贈与税、土地・建物・株式等の譲渡所得等の相
談は行っていません。�

申告相談会場一覧
申告相談会場 開設日

浅井支所
（３階大会議室）

２月17日（月）
～３月17日（月）

虎姫支所
（２階会議室）

２月17日（月）
～２月19日（水）

湖北支所
（２階大会議室）

２月17日（月）
～２月24日（月）

北部振興局
（２階第１・２会議室）

２月25日（火）
～３月17日（月）

高月支所
（１階１−A会議室）

２月25日（火）
～２月28日（金）

余呉支所
（やまなみセンター１階会議室）

３月３日（月）
～３月５日（水）

びわ支所
（リュートプラザ１階視聴覚室）

３月６日（木）
～３月10日（月）

西浅井支所
（１階会議室）

３月11日（火）
～３月13日（木）

受付時間：８時30分～ 11時30分　13時～ 16時
　　　　 （土日は除く）
※申告等の相談は上記会場でのみ受付けます�

　
２
～
３
月
は
窓
口
が
大
変
混
み
合
い
ま
す
の
で
、早
め
に
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

【
取
得・更
新
時
の
持
ち
物
】

�

◦
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド（
住
基
カ
ー
ド
）

�

◦�

官
公
署
発
行
の
顔
写
真
付
き
身
分
証
明
書
で
有
効
期
限
内

の
も
の（
運
転
免
許
証
・
パ
ス
ポ
ー
ト
・
顔
写
真
つ
き
住
基

カ
ー
ド
等
）

◦
手
数
料　
５
０
０
円

行
政
information

e-Tax

で
確
定
申
告
を
さ
れ
る
人
へ

電
子
証
明
書
の
取
得・更
新
は
市
民
課
ま
た
は

北
部
振
興
局
福
祉
生
活
課
へ
！
問
市
民
課（
☎
６
５–

６
５
１
１
）

　
電
子
証
明
書
取
扱
い
窓
口　

　
市
民
課〈
本
館
１
階
〉

　
北
部
振
興
局
福
祉
生
活
課

住基カードも同時に作れます
電子証明書の発行申請と同時に、住基カードの交付申請もできます。
詳しくは、市ホームページをご覧いただくか、各窓口まで。
▶市HP�http://www.city.nagahama.shiga.jp

e-Tax・電子証明書について詳しくは
○国税電子申告・納税システム（e-Tax）� http://www.e-tax.nta.go.jp
○公的個人認証サービスポータルサイト� http://www.jpki.go.jp

例年e-Taxを利用して確定申告をされている人へ
お持ちの電子証明書は有効ですか？
e-Taxに必要な電子証明書の有効期限は３年間です。お持ちの電子証
明書が有効かどうかご確認ください。
【確認方法】
①e-Taxを利用しているパソコンを起動し、ICカードリーダーを接続
②電子証明書が格納された住基カードをICカードリーダライタに挿入
③［スタート］→［すべてのプログラム］
　→［公的個人認証サービス］から
　　［JPKI利用者ソフト］を起動
④［自分の証明書］をクリック
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◆ください（無料）
○ビデオデッキ○自転車（婦人用・大人用・子ども用）
○七輪○炊飯器○テレビ台（通常・角用）○湯たんぽ
○プロパン用ガスコンロ○ベビーベッド○業務用冷
凍庫○ウェイトトレーニング用の重り○猪口○パソ
コン（ノート含む）○プリンター○洗濯機（全自動・二
層式）○手押し式耕運機○ミシン○会議用長机○
ワープロ○バリカン○電子ピアノ○家庭用精米機○
漬物用容器（蓋付）○薪割り機○熊の置物○カラー
ボックス○ブレンダー○ミルサー
◆ゆずってください（有料）
○自転車（婦人用・大人用）○テレビ台（通常・角用）○
業務用冷凍庫○ミシン○ギター○洗濯機（全自動・二
層式）○ワープロ○バリカン○CADソフトウェア○
電子ピアノ○家庭用精米機○漬物用容器（蓋付）○薪
割り機○ブレンダー○ミルサー
◆あげます（無料）
○お碗（ご飯用・汁物用）○エレクトーン○座敷机○
和ダンス○学習机○引出ケース○ゆで卵器○プロバ
ン用ガスコンロ
◆ゆずります（有料）
○床の間用置物（獅子の子落とし）○フィットネスバ
イク○電動自転車○遠赤外線インフラヒーター○う
さぎのおもちゃ○３人掛ソファー○マッサージチェ
ア○油絵用具セット
※現物は保管していません。
※市は取次ぎのみで、利用者双方の話し合いで決定していただ
きます。
問環境保全課（☎６５−６５１３）

　

市
税
等
の
滞
納
に
よ
り
差
押
え
た

不
動
産
を
入
札
に
よ
り
公
売
し
ま
す
。

【
と　
き
】

　
２
月
13
日（
木
）９
時
30
分
～

【
入
札
会
場
】

　
市
役
所
別
館
４
階
第
５
会
議
室

【
参
加
資
格
】

　

国
税
徴
収
法
で
参
加
を
制
限
さ
れ

て
い
る
人
を
除
き
、ど
な
た
で
も
参
加

で
き
ま
す
。

　

市
が
発
注
す
る
建
設

工
事
や
委
託
業
務（
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
等
）、物

品
調
達
に
つ
い
て
、平

成
26
年
度
の
入
札
参
加

資
格
審
査
申
請
を
受
付

け
ま
す
。

※ 

受
付
日
以
外
は
受
付

で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

※ 

市
外
業
者
の
受
付
日

は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

山
に
食
べ
物
が
少
な
く
な
る
冬
季
は
、ニ
ホ
ン
ザ
ル
が

集
落
に
出
没
す
る
こ
と
が
多
く
な
り
ま
す
。
ロ
ケ
ッ
ト
花

火
や
モ
デ
ル
ガ
ン
等
で
威
嚇
し
、ニ
ホ
ン
ザ
ル
の
追
払
い

を
実
施
し
て
く
だ
さ
い
。

【
実
施
に
あ
た
っ
て
の
注
意
点
】

◦
周
囲
の
安
全
確
認
を
し
っ
か
り
と
。

◦
建
物
や
電
線
か
ら
離
れ
た
場
所
で
。

◦
火
事
防
止
の
た
め
、消
火
用
水
を
準
備
。

◦
ロ
ケ
ッ
ト
花
火
使
用
時
は
風
向
き
に
注
意
。

◦
花
火
が
不
発
の
時
は
、残
っ
た
火
の
始
末
を
。

◎
出
前
講
座・集
落
環
境
点
検
実
施
中

　
出
前
講
座
を
希
望
さ
れ
る
自
治
会
は
、森
林
整
備
課
ま
た
は

北
部
振
興
局
産
業
振
興
課
、各
支
所
地
域
振
興
課
ま
で
申
込
み

く
だ
さ
い
。

　
追
払
い
の
方
法
や
、集
落
を
対
象
と
し
た
補
助
制
度
な
ど
詳

し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

市
で
は
現
在
、新
た
に
北
国
街
道
木
之
本
宿
を
特
定
景

観
形
成
重
点
区
域
に
指
定
す
る
た
め
、長
浜
市
景
観
ま
ち

づ
く
り
計
画
を
変
更
す
る
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

次
の
と
お
り
計
画
の
変
更
案
を
縦
覧
し
、公
聴
会
を
開

催
し
ま
す
。
な
お
、公
述
の
申
出
が
な
い
場
合
、公
聴
会
は

開
催
し
ま
せ
ん
。

◆
縦
覧	

【
期　
間
】�

１
月
28
日（
火
）
～
２
月
11
日（
火・祝
）

�

【
と
こ
ろ
】�

都
市
計
画
課〈
東
別
館
２
階
〉

�
�

（
土・日・祝
日
は
本
館
１
階
案
内
）

◆
公
聴
会�

【
と　
き
】�

２
月
12
日（
水
）10
時
～

�

【
と
こ
ろ
】�

市
役
所
東
別
館
１
階
多
目
的
ホ
ー
ル
①

※�

意
見
の
あ
る
人
は
、２
月
７
日（
金
）ま
で
に
書
面
に
よ
る
申

出
が
必
要
で
す
。

　
詳
し
く
は
右
記
担
当
課
ま
で
。

行
政
information

行
政
information

問
滞
納
整
理
課（
☎
６
５–

６
５
１
７
）

問
契
約
検
査
課（
☎
６
５–

６
５
０
７
）

不
動
産
を
公
売
し
ま
す

平
成
26
年
度
入
札
参
加
資
格

審
査
申
請
を
受
付
け
ま
す

行
政
information

行
政
information

問
森
林
整
備
課（
☎
６
５–

６
５
２
６
）

問
都
市
計
画
課（
☎
６
５–

６
５
６
２
）

ニ
ホ
ン
ザ
ル
を
集
落
ぐ
る
み
で

追
い
払
い
ま
し
ょ
う

長
浜
市
景
観
計
画
公
聴
会
を

開
催
し
ま
す

（12月25日現在）
不 用 品 交 換 情 報【

申
込
要
件
】

　
次
の
す
べ
て
の
条
件
を
満
た
す
人

《
共
通
要
件
》

①
市
内
に
住
所
ま
た
は
勤
務
場
所
を
有
し
、市

税
お
よ
び
国
民
健
康
保
険
料
の
滞
納
が
な
い

こ
と

②
申
込
者
お
よ
び
同
居
予
定
者
が
、暴
力
団
員

で
な
い
こ
と

③
現
に
同
居
し
、ま
た
は
同
居
を
予
定
す
る
親

族
が
あ
る
こ
と

④
申
込
世
帯
の
収
入
月
額（
合
計
）が
15
万
８
千

円
以
下
で
あ
る
こ
と

※
た
だ
し
次
に
該
当
す
る
場
合
等
は
21
万
４
千

円
以
下（
詳
し
く
は
問
合
せ
く
だ
さ
い
）

◦
申
込
者
が
昭
和
31
年
４
月
１
日
以
前
に
生
ま

れ
た
人
で
、同
居
予
定
者
の
い
ず
れ
も
が
昭

和
31
年
４
月
１
日
以
前
に
生
ま
れ
た
人
ま
た

は
平
成
８
年
１
月
27
日
以
降
に
生
ま
れ
た
人

の
場
合

◦
申
込
者
ま
た
は
同
居
予
定
者
に
、身
体
障
害

者
手
帳（
１
～
４
級
）、精
神
障
害
者
保
健
福

祉
手
帳（
１
～
２
級
）、ま
た
は
療
育
手
帳（
精

神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳（
１
～
２
級
）と
同

程
度
）を
所
持
す
る
人
が
い
る
場
合

◦
小
学
校
就
学
前
の
お
子
さ
ん（
平
成
19
年
４

月
２
日
以
降
生
ま
れ
）が
い
る
世
帯

⑤
現
に
住
宅
に
お
困
り
で
あ
る
こ
と

《
子
育
て
支
援
向
け
住
宅
の
要
件
》

　

申
込
時
点
で
中
学
校
就
学
前
の
子
を
扶
養

し
、現
に
同
居
、ま
た
は
同
居
を
予
定
し
て
い
る

こ
と

【
入
居
の
時
期
】

　
平
成
26
年
３
月
中
旬（
予
定
）

【
選
考
方
法
】

　
申
込
要
件
を
す
べ
て
満
た
す
人
の
中
か
ら
、

市
営
住
宅
運
営
委
員
会
の
審
査
を
経
て
抽
選
対

象
者
を
決
定
し
、公
開
抽
選
に
よ
り
、入
居
者
を

決
定
し
ま
す
。

【
そ
の
他
】

◦
原
則
と
し
て
代
理
人
を
通
じ
て
の
申
込
み
は

で
き
ま
せ
ん
。

◦
入
居
に
際
し
て
は
、連
帯
保
証
人
２
人
が
必
要

で
す
。（
申
込
時
に
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
）

※
連
帯
保
証
人
は
、市
内
に
居
住
し
所
得
月
額

が
10
万
４
千
円(

年
間
所
得
÷
12
か
月)

を
超

え
る
人
で
す
。

◦
家
賃
は
、入
居
者
の
収
入
月
額
に
よ
り
、段
階

的
に
異
な
り
ま
す
。

◦
入
居
時
に
は
、敷
金（
家
賃
３
か
月
分
）を
納
付

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

行
政
information

問
建
築
住
宅
課（
☎
６
５–

６
５
３
３
）

市
営
住
宅
の
入
居
者
を
募
集
し
ま
す

【
募
集
期
間
】

　
１
月
27
日（
月
）～
２
月
７
日（
金
）

　
８
時
30
分
～
17
時
15
分

　
　
（
土・日
曜
日
を
除
く
）

【
申
込
場
所
】

　
建
築
住
宅
課〈
東
別
館
２
階
〉

　
※�

募
集
案
内
書
は
１
月
22
日（
水
）か
ら
建

築
住
宅
課
お
よ
び
北
部
振
興
局・各
支
所

で
配
布
し
ま
す
。

一般入居向け

募集住宅 建設年度 構造 間取り 住戸面積
（㎡） 階 平成25年度

家賃月額（円）

日の出団地第1-1号（新栄町） Ｓ52年度 簡易耐火構造
２階建 ３DK 55.40 ― 12,800 ～

25,100

千草東団地第5-6号（東上坂町） Ｓ54年度 簡易耐火構造
２階建 ３Ｋ 63.10 ― 14,500 ～

28,500

新旭町第２団地第11号（新旭町） Ｓ55年度 簡易耐火構造
２階建 ３Ｋ 57.25 ― 13,000 ～

25,500

長田町団地第３号（長田町） Ｓ63年度 簡易耐火構造
２階建 ３Ｋ 64.92 ― 16,600 ～

32,600

※入居できる期間は、入居可能日から最長10年間です。

子育て世帯向け

募集住宅 建設年度 構造 間取り 住戸面積
（㎡） 階 平成25年度

家賃月額（円）

常喜団地第3－3号（常喜町） Ｈ９年度 中層耐火構造
３階建 ３LDK 68.90 2 20,600 ～

40,500

※�子育て支援向けの住宅に入居できる期間は、入居可能日から10年間、または末子が18歳に達した日以降の最初の
３月31日までのいずれか短い期間です。

※入居者の収入月額により算定します

※入居者の収入月額により算定します

公売不動産

所　在 湖北町青名
字大日前230番地

地　目 宅地
地　積 590.63㎡

見積価額 7,697,000円
公売保証金 770,000円
詳しくは、市ホームページで
（http://www.city.nagahama.shiga.jp）

対象者 受付日

建
設
工
事・委
託
業
務

（
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
等
）

登録を希望するすべ
ての人
※今回の登録申請は定
期更新年の扱いとなり
ますので、登録を希望す
るすべての人が対象に
なります。（平成25年度
の登録は引き継がれま
せん。）

北部振興局 ２月３日（月）、４日（火）

本庁
（別館４階）

２月６日（木）、
７日（金）、
10日（月）、
12日（水）、
13日（木）

物
品
調
達

①新規に登録を希望
する人
②平成25年度に登録
した現有資格者のう
ち希望業種等の変更
希望者
※中間年につき、希望業
種等の変更がない場合
は、申請の必要はありま
せん。

北部振興局 １月20日（月）

本庁
（別館４階）

１月22日（水）、
23日（木）、
24日（金）

※�建設工事と委託業務を重複して登録することはできませんが、
それぞれと物品調達は重複して登録できます。
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長浜図書館 ☎63 - 2122
浅井図書館 ☎74 - 3311
びわ図書館 ☎72 - 4305
虎姫図書館 ☎73 - 2335
湖北図書館 ☎78 - 1687
高月図書館 ☎85 - 4600

休館日・開館時間（●：休館日）� ※毎月最終水曜日は資料整理のため全館休館です
館名 月 火 水 木 金 土 日 祝 開館時間
長浜 ● 10時～19時（土日祝 ９時～18時）
浅井 ● ● 10時～18時
びわ ● 10時～18時（金曜日 10時～20時）
虎姫 ● ● ●

10時～18時湖北 ● ● ●
高月 ● �長浜市立図書館 検索

◆図書館のホームページへは…

   

黒田家発祥の地・木之本エリア
大河ドラマ館（戦国大河きのもと館）

【入館料】�高校生以上��300円
　　　　小中学生　��無料
　大河ドラマ「軍師官兵衛」の
メイキング映像や出演者の写
真パネル・衣装などの展示の
ほか、官兵衛も参陣した賤ヶ
岳合戦をジオラマ等で語り部
ガイドがご案内します。

木之本町木之本1118（☎８２−６３１１）

主君・秀吉の城　長浜城下町エリア
歴史館（長浜城歴史博物館）

【入館料】�高校生以上��400円
　　　　小中学生　��200円

（市内の小中学生は無料）

　小谷城攻め、姉川合戦、中国攻
め、朝鮮出兵、さらに秀吉死後の
関ヶ原合戦・大坂の陣など、秀吉
の戦いを軍師官兵衛や半兵衛の
活躍とともに、実物資料やイラス
ト・写真パネルで紹介します。
公園町10−10
（☎６３−４６１１）

城下まち館（曳山博物館特設会場）

【入館料】�無料
※�常設展示は大人600円、小中
学生300円（市内の小中学生
は無料）

 秀吉が築いた長浜城下町と
ゆかりの武将たちを紹介。語
り部ガイドによる城下町ガイ
ドツアーの拠点となります。

元浜町14−8（☎６５−３３００）

１月19日（日）10時　いよいよ開幕

12月28日（日）までの344日間にわたり開催
―秀吉の軍師・官兵衛―　奇抜な策で秀吉に天下を取らせ
た官兵衛の源流は、北近江・長浜にあります。
　官兵衛の足跡が残る長浜の地で、黒田官兵衛博覧会を開
催します。
問黒田官兵衛博覧会事務局〈大河ドラマ館内〉
　 （☎８２－６３１１）

・・・・・・  オープニングイベント  ・・・・・・
　大河ドラマ館　
●テープカット
【と　き】� 10時～　【ところ】��大河ドラマ館前
【ゲスト】� �黒田家16代当主・黒田長髙さん、大河ドラマ「軍

師官兵衛」黒田重隆役・竜雷太さん、長浜市音楽
振興PR大使・YANAGIMANさん

� 終了後、甘酒のふるまいがあります。
●オープニング記念パレード（荒天中止）
【と　き】� 10時40分～ 11時
【ところ】� 大河ドラマ館前～木ノ本駅付近
� ご観覧のお子さんにお菓子をプレゼント
　　歴 史 館　　
●講演会
【と　き】� 10時20分～ 11時20分
【ところ】� 長浜城歴史博物館地下研修室
【演　題】�「木之本町黒田と黒田家について」
【講　師】� 西川與史雄氏（木之本町黒田）
� ※入場無料
●第１回テーマ展展示説明会
【と　き】� 11時30分～ 12時　※要入館料
【ところ】� 長浜城歴史博物館３階展示室

　城下まち館　
●もちつきとふるまい
【と　き】� 10時15分～　【ところ】 曳山博物館前

《全施設共通》
【開館時間】� ９時～17時（入館は16時30分まで）
【休 館 日】� 会期中無休

◆第１回テーマ展「長浜城主秀吉と家臣たち」
　黒田官兵衛とともに秀吉を支えた近江衆（田中吉政・宮
部継潤・脇坂安治など）や竹中半兵衛、山内一豊に関連する
肖像画や古文書、武器武具等を展示

【会　期】  １月19日（日）～２月23日（日）

〜長浜 早春の風物詩〜　第63回 長浜盆梅展
　歴史・規模ともに日本一。63回目を迎える長浜盆梅
展で、可憐な梅の花と芳しい香りをお愉しみください。
【会　期】�１月18日（土）～３月10日（月）
� ※会期中無休
【開館時間】�９時～ 17時（入館は16時30分まで）
【ところ】�慶雲館（港町）
【観覧料】�大人500円
� 小中学生200円
《盆梅ライトアップ》
２月８日（土）～３月９日（日）
※期間中は20時30分まで観覧
　できます。
問観光振興課（☎６2−４１１１㈹）

第63回		長浜盆梅展
観覧割引券

当日持参の人を含む２人に限
り、２割引で入館できます。
【有効期間】� 平成26年
１月18日㈯～３月10日㈪
※点線で切り取ってお持ちください

図書館だより
本は市内すべての図書館で予約・取り寄せできます。

新しく入った本のなかから・・・

ナタリー・ヴァイデンフェルト／著
ユリアン・ニーダ＝リューメリン／著

阪急コミュニケーションズ
　「正しいって何?」「知るってどういうこ
と？」「どうしてやりたいことを全部やっ
ちゃいけないの？」…子を持つ親なら誰
もが日頃からぶつけられる質問の数々。
子どもたちの素直な質問から出発し、哲
学的なものの見方にふれる、大人のため
の哲学教室です。

北大路公子／著
ＰＨＰ研究所

　40代独身、趣味昼酒。一日をビールで
締めくくるべく向かった真夜中の台所で
の泣ける出来事とは。「人生でもっともい
たたまれない30秒」というその瞬間。そ
れはコンビニでビールをカゴに入れ、レ
ジで財布を出そうと思ったその時、カバ
ンから出てきた物のおかげで訪れた。自
虐的だが堂々と生きる女性の日々を綴っ
たエッセイ集。あふれ出るくだらなさに、
何となく救われるかも。

『頭の中身が漏れ出る日々』 『ソクラテス・クラブへようこそ』
～子どもに学ぶ大人のための哲学教室～

『ワニのお嫁さんと
ハチドリのお嫁さん』

清水たま子・文　竹田鎭三郎・絵
福音館書店

　仲の悪いウワベ族とチョンタル族は、
百年ものあいだ争いが絶えません。争い
ばかり続くせいで、どちらも国が貧しく
なってしまいました。そこで、守り神の
忠告に従ってお嫁さんを交換することに
なりましたが…。
　メキシコ、ウワメルーラ村の神話とお
祭りからうまれたおはなし。

本
BOOK

蔵書点検による
休館のお知らせ

子どもと本をつなぐけやきっ子講座
『むかし遊びを楽しもう』

『パパが読むと楽しい！絵本で遊ぼ！』

　市内6館は蔵書点検のため、下記の日程
で休館します。
　大変ご不便をおかけしますが、ご理解
とご協力をお願いします。
長浜・虎姫：２月� 3日（月）～２月� 7日（金）
びわ・高月：２月17日（月）～２月21日（金）
浅井・湖北：２月24日（月）～２月28日（金）

【と　き】１月26日（日）13時30分～ 15時　　【ところ】虎姫図書館　
【内　容】�「こま」や「けん玉」、「わらべうた」などの遊びのほか、「紙ずもう」

や「ぶんぶんごま」などを作って楽しもう！
【対　象】乳幼児から小学生　※申込不要・参加費無料

詳しくは、図書館にあるチラシをご覧ください

～パパも子どもといっしょに絵本を思いっきり楽しもう！～
【と　き】２月15日（土）
　10時30分～ 11時30分　親子で絵本を楽しもう
　11時30分～ 12時　　　パパ・ママから安藤さんに聞く「イクメン」って？
【ところ】長浜市民交流センター（地福寺町）
【講　師】安藤哲也さん（ＮＰＯ法人ファザーリングジャパン副代表）
【定　員】親子60組（申込先着順）
【申込方法】2月1日（土）10時～　各図書館へ電話または直接
お子さんとパパ・ママ、おじいちゃん・おばあちゃん家族みんなできてね！

この点検作業をお手伝いくださる
ボランティアを募集します！

◦専門知識や特別な技術は必要ありません
◦図書館の裏側を知るチャンス！
※ご都合のよい館･日･時間をそれぞれの館に、
　前日までにご連絡ください。

子ども編

大人編
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ほけんだより 健康推進課
市役所東別館４階　☎65−7779

保健センター高月分室（高月支所西側）
☎85−6420

保健センター浅井分室（浅井支所内）
☎74−2446

※�予防接種・健診会場の
各センターを記号で
表示しています。

高月 浅井

妊娠中・育児についての相談は……

集団予防接種 受付時間 13 時～ 14 時 15 分　受付開始 13 時までは、並んでお待ちください。

乳幼児健診 受付時間13時～14時15分　受付開始13時までは、並んでお待ちください。

離乳食教室の参加者募集 お子さんの月齢にあわせた離乳食の調理実習をします。

個別予防接種 各医療機関で実施します。

ほけんだよりに関する問合せは、健康推進課（☎65-7779）、保健センター高月分室（☎85-6420）へ

４か月児健診、10か月児健診では、「ブックスタート」の案内をしています。
【持ち物】 各健診共通：母子健康手帳、質問票
� ４か月児健診　　：バスタオル
� １歳８か月児健診：お子さんの歯ブラシとコップ
� ２歳８か月児健診：お子さんの歯ブラシとコップ、聴覚検査結果表
� ３歳８か月児健診：お子さんの歯ブラシとコップ、お子さんの尿（清潔な容器に入れてお持ちください）
※�乳幼児健診はお住まいの地区別に会場を指定して実施していますが、別の会場で受診される場合は、２日前までに連絡し
てください。通訳が必要な人は、通訳の欄に○が付いた日にお越しください。

それぞれの会場で月１回開催します。
※開催日の３日前までに申込みください。申込み後の通知はありませんので、当日は会場に直接お越しください。

【内　容】離乳食の調理見学（立ち見です）、月齢に応じた離乳食の話、保護者による試食
【持ち物】参加費（100円）、母子健康手帳、抱っこひも等楽に見学できるもの、その他お子さんとお出かけの際に必要なもの

来所相談　※相談日の２日前までに申込みください。

対象と定員 日時 会場 申込先

生後6～8か月のお子さんと保護者
(地区の指定はありません)
定員/20組（先着順）

２月７日（金）
10時～受付、10時30分開始 高月

健康推進課
☎65−7779２月14日（金）

10時～受付、10時30分開始 六角館

対象 相談日 通訳 会場 申込先

長浜地区（北郷里小学校区以外）にお住まいの人 1月23日（木） ○ サンサン
ランド 健康推進課

☎65−7779浅井、びわ、虎姫、長浜地区（北郷里小学校区）にお住まいの人 2月� 6日（木） 浅井

湖北、高月、木之本、余呉、西浅井地区にお住まいの人 2月13日（木） 高月 保健センター高月分室
☎85−6420

健診名
対象児の生年月日

　※すでに受診されたお子さん
　　は除きます

長浜・浅井・びわ・
虎姫地区のお子さん

湖北・高月・木之本・余呉・
西浅井地区のお子さん

健診日 通訳 会場 健診日 会場

４か月児健診

Ｈ25年� 9月� 1日～15日生 1月29日(水) ○

浅井

　1月27日(月)

高月

Ｈ25年� 9月16日～30日生 1月30日(木)
Ｈ25年10月� 1日～15日生 2月26日(水) ○ ��2月24日(月)Ｈ25年10月16日～31日生 2月28日(金)

10か月児健診

Ｈ25年� 3月� 1日～15日生 1月21日(火) ○ ��1月23日(木)Ｈ25年� 3月16日～31日生 1月24日(金)
Ｈ25年� 4月� 1日～15日生 2月20日(木) ○ ��2月20日(木)Ｈ25年� 4月16日～30日生 2月21日(金)

１歳８か月児健診 Ｈ24年� 6月� 1日～15日生 2月17日(月) ○ ��2月14日(金)Ｈ24年� 6月16日～30日生 2月18日(火)

２歳８か月児健診 Ｈ23年� 6月� 1日～15日生 2月� 7日(金) ○ ��2月12日(水)Ｈ23年� 6月16日～30日生 2月13日(木)

３歳８か月児健診 Ｈ22年� 6月� 1日～15日生 2月� 3日(月) ○ ���2月� 6日(木)Ｈ22年� 6月16日～30日生 2月� 5日(水)

連　　絡　　先 健康推進課
☎65−7779

保健センター高月分室
☎85−6420

《BCG（結核）》
【持ち物】 母子健康手帳、体温計、
� 予診票（すこやか手帳内にあります）

【定期の予防接種】ヒブ感染症、小児の肺炎球菌感染症、四種混合、三種混合､ 不活化ポリオ、麻しん･風しん､
� 日本脳炎、二種混合
� ＊�子宮頸がん予防接種は、現在、国からの通知により積極的にはお勧めしていません。

【持ち物】母子健康手帳、保険証、委任状（保護者以外が同伴の場合）※直接医療機関にご予約ください。

接種年齢 接種日 通訳 会場

生後３か月から１歳になる１日前
（標準：生後５～８か月齢）

1月31日（金） ○ 浅井

2月� 4日（火） 高月

　運動するきっかけづくり、仲間づくりの教室「集え！楽やせ教室」にぜひご参加ください。
　簡単な運動（ストレッチや筋肉トレーニング、ウォーキング）を行い、運動の効果について耳よりな情報をお伝
えします。さらに、運動と食事つきの回では、野菜中心・低カロリーの弁当を食べながら、栄養バランスや身体に
やさしい食事の仕方についてお伝えします。

運動のみ（13時30分～） 運動と食事（９時30分～） 
＊弁当代�500円が必要です

３月７日（金） 六角館 ２月18日(火) 六角館
３月18日(火) 浅井支所

＊�生活習慣病や関節痛で医療機関を受診中の場合
は、参加可能かどうか主治医に確認してください。

＊�当日、血圧が高い場合は、運動せずに見学してい
ただきます。

　●問合せ・申込みは、健康推進課（☎６５－７７７９）までお気軽にどうぞ！

・血糖や中性脂肪、LDLコレステロール、血圧がちょっと高いなあ。
・メタボリックシンドロームといわれた。　・運動は体にいいらしいけど、やったことがない…。

～愛の献血にご協力ください～
献血者が少なくなる冬期に、輸血用血液を安定的に確保するため、
市民のみなさんの献血へのご協力をお願いします。
【湖北献血ルーム】� 列見町11−10　
� 　開設日� 火・金・土曜日
� 　献血の種類� 成分献血　全血献血400mL　全血献血200mL　　�
� 　献血受付時間� 【成分献血】10時～ 11時／ 13時～ 16時
� � 【全血献血】10時～ 12時／ 13時～ 17時
　※成分献血にご協力の際には予約をお願いします。
　　(湖北献血ルーム　 0120-890-689)

長浜北小学校 N

滋賀
銀行

長浜
郵便局

県道251号線

サン
パレス

湖北
献血ルーム
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愛の献血
待ってるっち♪

広報ながはま　2014年1月15日　1011　広報ながはま　2014年1月15日



（公財）長浜文化スポーツ振興事業団から、講座・教室・
イベントの情報をお届けします！

ぶんスポちゃんねる！

市民の皆さんのサークル・団体が行う催しを掲載します。
掲載希望の人は、掲載希望号の１か月前までに市民広報室（☎６５−６５０４）までご連絡ください。情報ひろば

♦ユネスコ世界寺子屋運動
書きそんじハガキの回収にご協力を！
うっかり書きそんじた50円ハガキは、
約45円の募金に変わります。戦争や貧
困などで教育の機会に恵まれない世界
中の人々に「学びの機会＝寺子屋」を
広げるため、書きそんじハガキの回収
運動にご協力ください。
【回収場所】	市役所本庁・各支所・公民

館等
【回収期限】２月７日（金）
※未投函のハガキであれば、額面は問
いません。使用済み切手の回収も行っ
ています。
問長浜ユネスコ協会事務局〈生涯学習・
文化スポーツ課内〉
（☎６５−６５５２）

催　し
♦冬の外来魚駆除釣り大会
釣った魚を戻さない「琵琶湖ルール」
を広めるための大会です。協力いただ
いた人にはおしるこがふるまわれます
（先着200人）。
【と　き】� １月25日（土）10時～13時
� 荒天中止
【ところ】� 彦根旧港湾（彦根市松原町）
【受　付】� 県立彦根総合運動場駐車場
※要えさ代（１人100円）。釣り竿無
料貸出有。
問滋賀県琵琶湖環境部琵琶湖政策課
琵琶湖レジャー対策室
（☎０７７−５２８−３４８５）

♦グルメの集い
「うなぎのじゅんじゅん」をはじめ、
湖魚を使った郷土料理をご賞味いただ
き、湖魚や湖北の食文化を広くPRする
イベントです。
【と　き】� ３月２日（日）12時～14時
【ところ】� 朝日漁業会館（湖北町尾上)
【定　員】� 170人（先着順）
【参加費】� １人4,000円

問 申グルメの集い実行委員会事務局
（☎７９−０３２０　平日９時～16時）

講座・教室
♦健康教室
【と　き】� ２月６日（木）13時～
【ところ】� 湖北医療サポートセンター
� 「メディサポ」（宮司町）
【テーマ】� COPD（慢性閉塞性肺疾患）

について
【講　師】� 安井医院�院長
� 安井　一清�先生
※申込不要、参加費無料
問湖北医師会（☎６５−３６００）

♦第２回ウォーキング講座
正しいウォーキングの方法や健康への
効果、ウォーキングの魅力を紹介しま
す。
【と　き】� １月29日（水）14時～
【ところ】� 下草野公民館（北ノ郷町）
【対　象】� 65歳以上の人
【講　師】� 聖泉大学　多胡　陽介�先生
※申込不要、参加費無料。当日は動き
やすい服装でお越しください。
問いきいきスタジオU-bi　担当：西野
　（☎７４−８３３３）

♦料理教室  〜プロの味を伝授〜
さんまとタスマニアサーモンを使った
創作フレンチをつくります。
【と　き】� ２月24日（月）
� 10時30分～14時
【ところ】� 長浜市民交流センター
� （地福寺町）
【定　員】� 10人（応募多数の場合抽選、

初めての人を優先）
【講　師】� ノースポールシェフ
� 森　俊樹�氏
【参加費】� １人500円（材料費・保険

料込）※当日徴収
【持ち物】� エプロン、三角巾、包丁、

まな板、ふきん、持ち帰り
用タッパー２つ、筆記用具

【申込み】� １月15日（水）～31日（金）に
電話またはEメールで下記ま
で

問 申長浜地方卸売市場
いちば食育隊事務局（☎６３−４０００
Eメールnagasijo@mx.bw.dream.jp）
※水曜・日曜日は休み

♦同行援護従事者養成研修一般課程
全課程修了で資格取得できます。
【と　き】� ２月19日（水）11時～17時、

27日（木）10時～16時30分
� ３月８日（土）、９日（日）とも

に９時30分～16時30分
【ところ】� 長浜市社会福祉センタ―
� （高田町）
【定　員】� 30人（先着順）
【参加費】� 3,000円程度（資料代、体験費）
【申込み】� ２月３日（月）８時30分～
� 電話で下記まで
問 申長浜市ボランティアセンター
　（☎６２−１８０４）

お知らせ

《婚活》Valentine Party 参加者募集
【と　き】� ２月15日（土）10時～15時（受付９時30分～）
【ところ】� five�EMOTIONAL�SUITE
� 　〈北近江リゾート内〉（高月町唐川）
【参加費】� 男性�5,000円
� 女性�3,500円
� （ビュッフェ形式の軽食・フリードリンク付）
【対　象】� 20～45歳の独身男女で結婚する意思のある人
【定　員】� 男女各20人（先着順）
【申込み】� １月10日（金）～２月７日（金）に氏名、住所、

連絡先（携帯電話）、年齢をEメールで下記まで
問 申長浜北商工会木之本事務所
（☎８２−５０５１）
Eメール nagahamakitasci.sc@gmail.com

長浜市文化芸術協会文化講演会
　大河ドラマ「軍師官兵衛」の時代考証を務める講師が、
地元の歴史を新たな角度から紹介します。
【と　き】� ３月９日（日）14時開演（13時30分開場）
【ところ】� 長浜文化芸術会館（大島町）
【講　演】�「秀吉二人の軍師　黒田官兵衛と竹中半兵衛」
� 講師：小和田　哲男�氏（静岡大学名誉教授）
※入場無料ですが、整理券が必要です。
【定　員】� 450人（先着順）
【整理券配布開始日】１月18日（土）
【整理券配布場所】
　長浜文化芸術会館、浅井文化ホール
　リュートプラザ、余呉文化ホール
問（公財）長浜文化スポーツ振興事業団
〈長浜文化芸術会館内〉（☎６３−７４００）

山形由美＆関西フィル
弦楽アンサンブルコンサート
日本を代表するフルート奏者の一人
山形由美と関西フィルが夢の共演！ 
【と　き】� ３月１日（土）14時開演
� （13時30分開場）
【ところ】� 長浜文化芸術会館（大島町）
【曲　目】�・木村弓＆久石譲/�「ハウルの動く城」より
� “世界の約束～人生のメリーゴーランド～”
� ・�J.S.バッハ/ポロネーズ�メヌエット�バディネリ

「管弦楽組曲第二番」より　他
【入場料】� 一般：2,500円　全席自由（当日500円増）
【前売所】� �長浜文化芸術会館、浅井文化ホール、長浜市民体育

館、浅井B&G海洋センター、長浜サンパレス、平和
堂木之本店

� １月18日（土）前売開始！
問 長浜文化芸術会館�（☎６３−７４００）

～バス＆ウオーク～　名水百選日本ライン「木曽川」と国宝「犬山城」を訪ねる （約10km）
　美しい渓谷を形成し、名水百選にも選ばれている「日本ライン」や、国宝指定４城のひとつで、現存天守12城のひとつ
でもある「犬山城」など、雄大な自然を満喫しながら歩いてみませんか。

【と　き】� ３月９日（日）雨天決行　７時集合
【集合場所】� 長浜市民体育館（宮司町）
【定　員】� 200人（先着順）
【参加費】� 一般　5,000円　ウォークらぶ会員　4,500円
� （弁当代込）
【コース】� �長浜市民体育館＝バス＝太田宿～中山道～日本ロマンチック街道

～鵜沼宿～国宝犬山城�＝バス＝長浜市民体育館
【申込み】� ２月３日（月）～３月１日（土）に電話
� または直接下記まで（２月12日（水）は休館）。
※３月２日（日）以降のキャンセルは実費負担分がかかります。
問 申（公財）長浜文化スポーツ振興事業団〈市民体育館内〉�（☎６３−９８０６）

魚のさばき方教室　参加者募集
講師の実演を参考に、旬の魚２匹をさばきます。

【と　き】� ３月15日（土）�①10時～ 12時
� � ②13時～ 15時
【ところ】� 浅井文化ホール　調理室�（内保町）
【対　象】� 18歳以上の人
【定　員】� ①②各15人（先着順）

【受講料】� 1,500円（材料費込）※食材費込み
【講　師】� 山岡�和宏氏
� （奥琵琶湖マキノグランドパークホテル　和食料理長）
【持ち物】� �まな板、出刃包丁、刺身包丁、エプロン、三角巾、ふきん（数枚）、

持ち帰り用タッパ

【申込方法】� １月19日（日）から浅井B&G海洋センターで受付を開始します。
� �参加費を添えて申込みください（電話予約可）。定員になり次第受付を終了

します。
【注　意】� 自己都合によるキャンセルの場合、受講料は原則としてお返しできません。
� 定員に満たない場合は、開催しないこともあります。
� （この場合、受講料は返金します）
問 申  （公財）長浜文化スポーツ振興事業団〈浅井B&G海洋センター内〉� �
（☎７４−３３５５）

人形劇「ウォートンとカラスのコンテスト」
【と　き】� ３月８日（土）
� 14時開演�（13時30分開場）
【ところ】� 浅井文化ホール（内保町）
【出　演】� 人形劇団京芸
【入場料】� 親子ペア2,000円
� 高校生以上1,500円
� ３歳以上1,000円　全席指定（当日300円増）
【前売所】� �長浜文化芸術会館、浅井文化ホール、長浜市民体育

館、アルプラザ長浜、平和堂木之本店
� １月18日（土）前売開始！�
◆人形作りワークショップ「ウォートンを作ろう！」
【と　き】� ３月２日（日）13時30分～
【ところ】� 浅井文化ホール（小ホール）
※�人形劇チケットを購入した親子が参加できます（先着50組）。
参加費は無料ですが、整理券が必要です。（整理券取扱所：長
浜文化芸術会館、浅井文化ホール）

問 浅井文化ホール�（☎７４−４０００）
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「広報ながはま」は、各自治会を通じてお届けすることを原則としていますが、市民交流セ
ンターや図書館、公民館など市の公共施設にも置いています。市のホームページでもご覧い
ただけます。点字広報、声の広報を作成していますので、ご希望の人は市民広報室まで。
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ながはま 見聞録 Nagahama Hotnews
このコーナーは、長浜の見どころや市民の皆さんの活動の様子、まちで見かけたほっとな話題を紹介します。あなたが知って
いる旬の話題などがあれば、市民広報室（☎65−6504）までお知らせください。
市公式Facebookページではさらに詳しくみることができます。
https://www.facebook.com/nagahama.hotnews 「長浜　ほっとにゅーす」 検索

12月14日（土）
めざせ！ふるさと博士
　歴史に関する自由研究のコンクール「長浜城H-1グランプリ」。子
どもたちの思考力や創造力、表現力を養うことを目的に、長浜城歴
史博物館とその友の会が一昨年から開催しているものです。
　この日の表彰式では、受賞者らが、ふるさとにゆかりのある出来
事や人物を題材にした力作を披露しました。
　会場には保護者や友の会会員らが訪れ、独創的で手の込んだ作品
の数々に、しきりに感心していました。

12月20日（金）
心を一つに、ジャンプ！
　冬場のスポーツ「大縄跳び」の市内チャンピオンを決める「市長
杯チャレンジ・ザ・ロープジャンプ大会」。各小学校の代表チームと
予選会での上位４チーム合わせて32チームが県立長浜ドームに集ま
りました。
　開始の合図と同時に、回る縄に向かって駆け出す児童たち。チー
ム全員で声を出しながら、リズムよく跳んでいきました。
　仲間と一致団結し、懸命に取り組んだロープジャンプは、忘れら
れない大切な思い出となることでしょう。

12月22日（日）
いつまでも住みなれた地域でいきいきと
　認知症について正しい理解を深め、地域で支えあう社会作りをめ
ざす市民のつどいが、リュートプラザで開かれ、およそ200人が参
加しました。
　会場には、相談コーナーや情報交換ができる「交流ひろば」が設
けられたほか、ステージでは、地域での事例紹介や基調講演が行われ、
訪れた人たちは認知症の人が自分らしく暮らせるまちづくりについ
て考えようと、熱心に耳を傾けていました。

　STUDIOこほく×長浜市　協働事業　　カンタン！「私にもできる情報発信」講座
　フェイスブック、ツイッター、ブログを活用した効果的な情報発信や、新聞等への情報提供
方法などをわかりやすく説明します。イベントや活動をもっとPRしたい人、集まれ！

当日はインターネット放送局「STUDIOこほく」から生配信しますので、
パソコンまたはスマートフォンでも視聴可能です。詳細は同ホームページで。
問 申 市民広報室（☎６５−６５０４）

【と　き】２月９日（日） ①初心者向け　10時～ 12時
  ②中級者向け　13時30分～ 15時30分

【ところ】 六荘公民館（勝町）

【定　員】 ①②各20人（先着順）
【参加費】 無料
【申込み】 ２月５日（水）までに電話または市ホームページから

ス タ ジ オ こ ほ く 検索
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